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第１回 2018/4/11（水） 本原顕太郎
「様々な天体と宇宙」

（ガイダンス）

幅広い波長域にわたる最先端の天体観測により、膨張宇宙において様々なスケー
ルの天体が生まれ、進化している様子が明らかにされつつある。ここでは現代天
文学の基本的な考え方を説明するとともに、星、ガス雲、銀河、銀河団など様々な
種類・スケールの天体が、膨張宇宙の進化の過程でどのような位置づけにあるの
かを俯瞰し、ゼミナール全体のイントロダクションとする。

第2回 2018/4/18（水） 田邉俊彦 「HR図と星の進化」

Hertzsprung-Russell (HR)  図は、恒星の進化を研究する上で大変有用な図であ
る。HR図及び類似の図の意味について解説すると共に、これらの図を作るための
恒星の物理量、観測手段 について説明する。また、これらから星の進化がどのよ
うに判るかを説明する。

第3回 2018/4/25（水） 田中培生
「赤外線スペクトルで
見る大質量星の誕

生と死」

大質量星は数こそ少ないが、寿命が短いため進化のサイクルが早く、輻射及び物
理的なエネルギー放出が極めて大きい。さらに、その最期である超新星爆発に
伴って、大量の金属元素を宇宙空間に放出する。これらの特質は、恒星進化のみ
ならず、銀河の活動性の起源、及び宇宙における元素の形成に本質的な影響を
与える。この重要な大質量星の進化について、減光が大きく可視光での観測が困
難な領域も含めて、赤外線スペクトル観測が明らかにしつつある現状及び将来の
展望について紹介する。

第4回 2018/5/2（水）

第５回 2018/5/9（水） 宮田隆志
「宇宙に漂う塵(ち

り)」

宇宙空間は全くの真空ではない。そこには気体のガスの他に、小さな固体物質=塵
が大量に漂っていることが知られている。この塵を良く調べると地球の石に似たも
のやスス、複雑な有機物なども含まれていることが分かって来た。この様な塵はど
こからきたのだろうか?本講義では最新の赤外線観測などから明らかになって来た
宇宙の塵の正体に迫る。

第6回 2018/5/16（水） 河野孝太郎
「超巨大ブラックホー

ル」

わたしたちの太陽系がある「天の川銀河」を含め、この宇宙に存在する数多くの銀
河の中心には、その質量が太陽の100万倍、あるいはそれ以上にも達するという
「超巨大ブラックホール」が存在していると考えられている。これら超巨大ブラック
ホールが巻き起こす華々しい物理現象、そして、超巨大ブラックホール形成の謎に
ついて、特に最新の電波観測の成果を交えつつ解説する。途中で、理解を深める
ため、簡単な計算をしてもらう予定である。そのため、関数電卓、もしくは表計算ソ
フトの入ったパソコン等を持参することを推奨する。

第７回 2018/5/23（水） 小林尚人 「星と惑星系の誕生」

星は暗黒星雲の中で冷たい星間ガスが降り積もって作られる。そのダイナミックな
過程を、最新の観測・理論データをもとに紹介する。星の誕生と同時に、周囲を回
転する原始惑星系円盤の中では、木星や地球のような惑星が誕生・成長する。こ
の講義の後半では、主に系外惑星系の観測と理論シミュレーションを通して明らか
になった、惑星系誕生についての最新の知識を紹介する。

第８回 2018/6/6（水） 酒向重行
「光赤外線天文学の

観測技術」

対象が遠方に位置する天文学では、他の自然科学のように能動的な実験・測定に
よる調査を行うことができない。天体が発する微かな信号（電磁波）をいかに検出
し測定するかという受動的な手法を極めることになる。CCDに代表される電子の目
と高速な演算処理が可能な電子の頭脳の獲得は、天文学に17世紀の望遠鏡の発
明以来の第2のブレイクスルーをもたらした。本講義では可視～赤外線光を用いた
最新の観測技術とそれにより得られた研究成果について紹介する。

第９回 2018/6/13（水） 廿日出文洋
「電波で探る銀河の

形成と進化」

銀河の形成や進化の過程を探るためには、その中で起きている星形成活動を理
解することが不可欠である。可視光や近赤外線といった波長帯では宇宙空間に存
在する塵による吸収の影響を受けるが、電波（サブミリ波・ミリ波を含む）では塵に
よる吸収を受けずに星形成活動を探ることができる。また、電波を用いると星の材
料となる分子ガスや原子ガスからの輝線をとらえることができる。本講義では、電
波観測で分かってきた銀河の姿について、最新の研究成果を交えて紹介する。

第10回 2018/6/20（水） 峰崎岳夫
「ぼやけた画像をくっ
きりと：補償光学の

技術と成果」

多くの大型光赤外線望遠鏡が建設され非常に暗い天体の観測が可能になった
が、地上にある望遠鏡は厚い大気を通して天体を観測しているため画像がぼやけ
てしまい、望遠鏡が本来備える角度分解能が発揮できずにいた。これを克服した
のが補償光学という技術である。ここでは補償光学技術の概要と発展について解
説し、これを応用した天文学的成果についても触れたい。

第11回 2018/6/27（水） 諸隈智貴
「可視広視野撮像カ
メラを用いた大規模
探査とその成果」

天文学で用いる可視望遠鏡やそのカメラの視野の広さは、一般的に、最大でも数
度角程度であり、全天約4万平方度と比較すると、非常に狭い。これまで光学的・
機械的な制限から、比較的口径の小さな専用望遠鏡でのみ広視野大規模探査に
目的を特化した計画がいくつか遂行されてきたが、近年の技術進歩によって、8-
10m級の大型望遠鏡でも広視野大規模探査を行うことが可能になってきた。例え
ば、クェーサー等の稀な天体や重力波源の探査観測には
このような広視野大規模探査が欠かせない。この講義では、これらの探査の歴
史、および最新の計画を、その成果とともに紹介する。

第12回 2018/7/4（水） 本原顕太郎
「赤外線で探る銀河

の誕生と進化」

光の速度は有限であるため、遠方の天体を観測すれは宇宙の過去の姿を観測す
ることが可能となる。この事実を利用すれは宇宙や銀河の進化を探ることができる
が、その一方で宇宙膨張による赤方偏移のため、宇宙初期の天体から放射された
可視光は近赤外線でないと観測できない。ここでは最近の可視/赤外観測で明ら
かになってきた宇宙初期の銀河の形成と進化についての最新の研究成果を、その
観測手法も含めて解説する。途中、実際のすはる望遠鏡の画像を利用した実習を
行うため、学内ネットワークに接続可能なパソコンを持参することを推奨する。

第13回 2018/7/11（水） 土居守 「膨張する宇宙」

宇宙が膨張していることは1920年代より知られている。ここでは、2011年のノーベ
ル物理学賞の対象となった遠方の超新星を用いた膨張宇宙の測定の様子を中心
に、宇宙背景放射・銀河分布などを用いた測定方法などについても触れ、宇宙膨
張の最新の精密測定結果と、その結果提唱されるようになった謎の暗黒エネル
ギーについて解説する。
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